
 

ワークショップ B：内丹気功の対人援助 丹を養う 

 

	 このセッションでは、対人援助にあたっての援助者の心身を整えることを目的として、自身の心

身を整え、他者に働きかけることのできる「肚」をつくることを目指した気功的なからだ作りを体験

的に学んでいただこうと考えています。内丹気功は単に身体に気を通し、ゆったりとリラックスし

た身心を生み出すことだけにとどまらず、身体の気のめぐりをとおして丹田の感覚を養い、自身の

中心軸を大地にしっかりと根付いたものにしていくことを目指すものです。この世界は陰陽の気の

ダイナミックな動きに満たされ、同時に、そのなかに存在する私たち自身も、その身体の内に豊かに

流れる気を湛えています。大きな気の流れに身をまかせつつも、自身の身体内の気の周流にも目を

向け、自分自身をこの世界に定位する。そうすることで、はじめて、他者に開かれた自分が生まれる

のだろうと思います。	
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